
舞鶴版マザーズジョブカフェ推進事業 【京都府舞鶴市】

事業所においては、男女が活躍できるよう働き方改革を進めるこ
との必要性は認識しているが、人材不足に悩む中小企業が多く、
「働き方改革」を推進するマンパワーや余力が不足しているととも
にまだまだその必要性が十分認識されていない。また、転勤族の
多いまち・舞鶴ならではの課題として、夫の転勤に伴いキャリアを
断念せざるを得ない女性や、働きたいと考えていても数年で舞鶴
を離れてしまうという理由から地元企業で採用されにくい現状もあ
り、女性活躍の障壁となっている。

地域の実情と課題

子育て支援団体、女性団体
京都府（男女共同参画課、北京都ジョブパーク）

事業所、女性らともに、取組の重要性について一定認識が浸透し
た中で、意識啓発を超え、それぞれの具体的な成果をあげるため
の取組が必要であるため、 女性らに対しては引き続き、学び直し
や就労を見据えたスキル習得のための研修を実施、また、事業所
に対しては、事業所同士がつながり、ともに改革を進めるための
場づくりなど、引き続き取り組みを進める。

今後の課題

事業所を対象に開催した人材活用フォーラムでは、ワークライフバ
ランスの推進をはじめとする職場環境整備の重要性について理解
を深められ、さらにそこから延べ13社のヒアリング調査（目標：10社
以上）や母親との座談会、アンケート調査等を経て、事業所・母親
のヒアリング結果を共有し、課題とその方策について考える企業
座談会（12社が参加）を開催。働きたい女性らと事業所との雇用
マッチングに向けた具体的な取組に着手、または着手するための
活動が始まっており、目的達成に向け、着実に取組を進められて
いる。

妊娠・出産・子育て・転勤などの理由からキャリアを断念せざるを
得なかった女性たちの「短時間でも働きたい」という意欲を支援す
るため、学び直しやスキルアップ研修など（目標：事業所対象の研
修等を含め5回以上開催→5回開催）を開催。また働く上でのボト
ルネックやどのような雇用条件なら働けるか等について調査。企
業側に対する調査（目標：10社以上訪問→13社訪問を実施）も実
施し、柔軟な働き方や隙間時間を利用して子育て中の女性を新た
な戦力として活用できる業務方法を考え、働きたい女性と人材不
足に悩む事業所とのマッチングに向けた取組を実施。

目的・目標

妊娠・出産・子育て・転勤などを理由にキャリアを断念した女性た
ちがまた社会で活躍できるよう、「雇用マッチング支援」という意識
啓発を超えた実践的な方法で、働きたい女性と人材不足に悩む事
業所のミスマッチ解消に向けた取組を実施した。

事業の特徴

総事業費 ４，３６１ 千円

交付金額 ２，１６７ 千円

事業番号 １

連携団体

事業の効果



●人口減少時代の人材活用フォーラム
・・・市内事業所の意識啓発と、今後の事業参画を促すことを目的に、

女性をはじめとした多様な人材を活用した働き方について考え、
誰もが働きやすく、誰もが働き甲斐を感じられる会社づくりを目指すことの重要性について
考えるフォーラムを開催。また、すでに多様な人材採用について積極的な取組を実施している
事業所の事例共有をパネルディスカッションにて行った。

●女性活躍・雇用マッチング支援事業
・・・結婚や子育て、家庭の事情により一旦キャリアを断念している子育て世代の女性らが、

これまでのキャリアの中で身につけたスキルや資格等を生かし、
自分自身の能力を発揮できる職業に就業し活躍できるよう支援するため、
市内事業所との雇用マッチングにむけた課題の整理、解決策にむけた取組を実施。
母親らに対して、働く上でボトルネックになっていることやどのような求人なら働きたいと思うかなどを調査。
また、事業所に対しては、現在の雇用状況や就労環境、女性採用に向けた取組等の調査を実施した。

●子育てママの「働きたい」を応援するワークショップ
・・・「ライフキャリア」「家族のマネープラン」「夫婦のコミュニケーション」をテーマに、

子育てをしながらも自分らしい人生を送るための学びや、
家族構成に合わせた生涯のマネープランを考え、自分のキャリアを生かした働き方を実現した場合と
そうでない場合の生涯マネーを比較し、女性の就労を後押しする学び、

女性が社会で活躍するために欠かせない配偶者の理解・協力を得るためのステップを学ぶ講座を実施。

●先進事例を学ぶワークショップ（企業座談会）
・・・「女性活躍・雇用マッチング支援事業」で実施した調査結果等をもとに、

市内事業所同士で先進事例を共有、また、女性をはじめ誰もが働きやすい職場づくりのために
どのような取組が必要かなどをともに考える座談会を実施。

●託児付きコワーキングスペース（交付金対象経費外）
・・・母親らが、就労活動や自分のスキルを活かした活動や、

勉強や趣味の時間などを確保することを目的に託児を実施。

事業の概要
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